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特色あるPTA
　
本
校
は
、
明
治
６
年
に
第
五
番

小
学
校
と
し
て
誕
生
し
、
一
昨
年

前
に
創
立
1
5
0
周
年
を
迎
え
た

児
童
数
56
名
、
会
員
42
世
帯
の
学

校
で
す
。
大
川
目
小
学
校
PTA



は
、家
庭
・
地
域
の
連
携
を
図
り
、

児
童
が
心
豊
か
で
健
や
か
に
成
長

す
る
よ
う
、
各
専
門
部
や
学
年
委

員
が
創
意
工
夫
の
も
と
日
々
の
活

　
本
校
は
、
明
治
７
年
３
月
に
公

立
與
七
橋
小
学
校
と
し
て
開
校

し
、
本
年
度
で
創
立
１５１


年
目

を
迎
え
ま
し
た
。
令
和
４
年
４
月

に
は
、
繫
小
学
校
と
統
合
し
新
た

な
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
PTA


活
動
の

歴
史
は
大
変
古
く
、
昭
和

２３
年
７
月
に
結
成
さ
れ
、

当
時
は「
母
と
教
師
の
会
」

と
し
て
終
戦
か
ら
３
年
と

い
う
物
資
も
不
足
し
て
い

る
中
で
、
発
足
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
７７
年
の
時

が
経
ち
、
特
色
あ
る
様
々

な
PTA


活
動
が
引
き
継

未
来
へ
繋
げ
　
全
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

未
来
へ
繋
げ
　
全
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

盛
岡
市
立
太
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

地
域
や
保
護
者
の
協
力
を
得
て
取

り
組
ん
だ
活
動
を
２
つ
紹
介
し
ま

す
。

　
１
つ
目
は
、
PTA


環
境
整
備

の
取
組
で
す
。
春
は
、
運
動
会
に

向
け
て
、
校
庭
の
除
草
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
雑
草
が
生
え
や

す
い
校
庭
の
た
め
、
多
く
の
保
護

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
教
育
活
動

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
教
育
活
動
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者
が
精
力
的
に
活
動
し
ま
す
。
秋

に
は
、
学
習
発
表
会
前
に
、
校
舎

内
の
窓
ふ
き
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
親
子
で
活
動
し
、
普
段
手
の

届
か
な
い
高
い
場
所
も
協
力
し
て

き
れ
い
に
磨
き
ま
す
。
ど
の
活
動

も
参
加
率
は
高
く
、
み
ん
な
積
極

的
に
活
動
し
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、「
根
っ
こ
を
つ
く

る
会
」
に
つ
い
て
で
す
。
平
成
13

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
で
、
親

と
教
師
の
共
育
を
推
進
す
る
会
と

し
て
、
様
々
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
、「
大
川
目
の

「根っこをつくる会」山口神楽の伝承

秋の環境整備「窓ふき作業」

2月桜の枝払い

PTAバザー

伝
統
（
神
楽
）
～
み
ん
な
の
力
で

伝
統
を
繋
ぎ
守
る
～
」と
題
し
て
、

児
童
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
き
、
大
川
目
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
山
口
神
楽
の
演
舞
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童

か
ら
は
、「
ぼ
く
も
、
踊
っ
て
み

た
い
」
と
の
感
想
が
た
く
さ
ん
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

と
協
力
し
な
が
ら
教
育
活
動
の
充

実
を
目
指
し
、
児
童
の
成
長
を
願

い
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
事
務
局　
丹　
康
浩
）

が
れ
て
お
り
ま
す
。

　
特
色
あ
る
活
動
の
一
つ
に
、「
桜

の
保
全
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。
昭

和
４９
年
に
本
校
創
立
百
周
年
を
記

念
し
、
校
庭
と
鹿
妻
穴
堰
頭
首
工

下
流
部
の
土
手
に
約
４
００

本
の

桜
の
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。
以
来

「
太
田
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念

桜
愛
護
会
」
を
組
織
し
、
学
校
と

地
域
と
共
に
保
全
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
令
和
元
年
に
は
「
環
境

保
全
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
毎
年
、
7
月
に

は
桜
の
木
の
下
草
刈
り
作
業
を
、

2
月
に
は
桜
の
枝
払
い
作
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、「
PTA



バ
ザ
ー
」
を
６
年
振
り
に
開
催
し

ま
し
た
。
各
学
年
の
PTA


で
工

夫
を
凝
ら
し
、
お
菓
子
釣
り
や
射

的
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
豚
汁
販

売
な
ど
、
子
ど
も
や
地
域
の
皆
さ

ん
、
先
生
方
に
楽
し
ん
で
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
特
色
あ
る
活
動
を
通

し
、
新
た
な
歴
史
を
未
来
へ
繋
い

で
い
き
ま
す
。
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